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論 文 内 容 要 旨
序 論
すべての生物 は生命を維持 し活動 し増殖 す るためにエネルギ ーの供給を必要 と し,こ れを利用
して生 命現象をあ らわ して いる。動物の ばあい,こ のエネルギ ーは食物か らえてい る。食物 は摂
取 され,消 化過程を経て吸収 され るが,こ の消化および吸収 は消化管 で行 われ ることはい うまで
もない。
近年,ヒ トを含む哺乳類にお ける消化およ び吸収 は,必 ず しも切 り離す ことがで きない一連 の
過程 であ ることが明 らかにな り,こ れに携 わ る消化管の構造 と機能 も複雑であ ることが分かって
きた。食物 の消化 ・吸収 とい う点か らみ ると,小 腸は消化管の なかで も皐 も重要な部分であ ると
考え られ,そ の構造 と機能につ いて多 くの研究が行われて きた。
さて,こ の ように腸管に おける栄養摂取に対 して,近 年消化管を経な い栄養法,す なわ ち輸液
が外科領域 な どで用い られて いる。口腔や 胃,腸 管 などの手術 によ り経 口的に栄養摂取がで きな
い時 であ り,こ の輸 液の発達 とともに中心静脈栄養法 とい う新 しい方法が発達 して,か なり長時
間 で も栄養補給 がで きるよ うになって きた。 しか し,こ れ に関連 して多 くの問題点,た とえ ば血
漿 脂質 パ ター ンが異 常 にな りや すいこと等が分 って きて いる。 また,こ のよ うに非経 口を続 けた
場合,小 腸 は どの ようにな っているので あろ うか とい う疑問が ある。小腸 の構造 と機能を明 らか
にす る.とい う立場か ら言 えば,こ の ことは基本的 に重要 な ことと言 え る。た とえば,飢 餓 に した
時 の小腸では,絨 毛の萎縮,上 皮細胞 における微絨毛 の不規則性 な どが観察 され る。 しか し,非
経 口を続 けた場合 の変化 は,栄 養条件 の低下 に起 因す るのか,あ るいは消化管への食 物の直接 的
な接触の欠 除に起因す るのか は必 ず しも明 らかではない。 この点か ら言えば,栄 養的にあ る程度
充足 されてい る状態に あ り,腸 管 を経 ない非経腸栄養動物 におけ る腸粘膜 の動態 を しることは,
小腸粘膜を理解す る上 で貴重 な知見 を与 えて くれ るもの と期待 で きる。 また,非 経腸栄養法にお
ける問題点に あげ られてい る血漿 リボ蛋 白の変化の メカニ ズムを明 らかにす る上 でも重要 なこと
と思われ る。 その基礎 的知見 を うる為には,非 経腸 栄養動物の モデ ル実験を行 うことがもっ とも
効果的で ある と考 え られた。
そ こで筆者 は,特 殊輸液 注入装置を自作 した。 そ して,こ れを用 いた持続輸液 システムが ラッ
トに適用で きることを まず確認す ることがで きた 。つ いで この システムを用 い,非 経腸栄 養が動
.物小腸粘膜 の動態 にいかな る影響を もつかを検討 した。そ して さらに生体 内代謝,と くに脂質代
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謝にこれがどのように反映されているかを追究 したものである。今後ますます臨床分野で利用
されるであろう静脈栄養に関する基礎的知見を提出するとともに,小腸粘膜の構造 と機能に「食
物摂取」がいかなる栄養生理的意義をもっているのか,ま た経腸ということが血漿 リポ蛋白の
生成にどのような影響をもつかをある程度明 らかにすることができたと考えている。
第 一 章 非 経 腸 栄 養 施 行 に 関 す る 基 礎 的 検 討
静脈栄養法 は,1960年代後半か ら臨床上 治療 のために用い られ ている方法で ある。 さて,実
験 動物に一定期間持続的に輸液を行 なうには,実 験期間中動物 を,で きるだ け生理的 な状態 で
維持 す ることが必要であ る。ケ ージ内を 自由に動 き回 る実験動物に対 し,拘 束す るこ とな く,
長期間持 続輸液を行な うには,静 注 システムの途 中に特殊 な工夫,す なわちね じれる ことな く
回転 しなが ら液の注入 がで きる特殊 な器具が必要 とな る。
従 来,犬 を用いて この ことが試み られて きた。
一方 ,小 動物た とえば ラッ トを用 いての静脈栄養法 は試 み られてはい るが,カ テーテルが非
常に 細 い た め トラブルが多か った り,背 部に 出 した カテーテルの保護の為の コイルを どのよ
うに ラ ッ トの どこに固定す るのか等 の問題が ある。
国外に おいては,1972年にS七eigerが,ラ ッ トに用 いた装置が比較的好成績 を修 めた と
報告 して いるのみであ り,こ の装置 も,完 全 な ものではな く,ラ ッ トの背中に金 具を固定 する
ことか らス トレスを与え ると報 告 されてい る。 このほか国 内に おいては,ラ ッ トに輸液 を用 い
た とい う報告 はあるも.のの,こ のSteigerの方法 以外装置 は報告 されて いない。
本章 では,ラ ッ トに静脈栄養を施行す ることが可能 か否 かを確 かめるため,1)まず ラッ トの
手術 な らびに特殊輸液注入装置について検 討 し,2)つぎにTable1に示 した栄 養液 を用 いて
非経腸栄養 を10日間行 ない,こ れ らを用いた輸液 システ ムについ て,主 と して体重 の増加 を指
標 として検討 した。
その結果,体 重増加 が非経腸栄養群 で も認め られた ことか ら,窒 素 出納 のバ ランスは保持 さ
れてい ると判断 された 。
自作 した特殊輸液注入装置(Fig・1)を用いた場合,ラ ッ トはケー ジ内を自由に動 き回 るこ
とがで き,本 章 のは じめに述べ たようなカテーテルの トラブル もない ことが観察 され た。筆者
の考 案 した ラッ トに対 す る無拘束下持続輸液法 が,充 分にモデル実験 として用 いうる ことが可
能 であ ることが明 らかにな った。
また,本 実験 の結果 か ら,ラ ッ トを非経腸 栄養で飼育す る期間 は6日 が適当であ ることが分
った。すなわ ちTable2と3に 示す ように,非 経腸 栄養群 において小腸重 量お よび小腸粘膜
重量 のいずれの値に も顕著 な変動 のみ られ る期間を飼育 日数 とした。
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第 二 章 非 経 腸 栄 養 の 小 腸 粘 膜 の 形 態 お よ び 機 能 に 及 ぼ す 影 響
本章 では,腸 管を経 ない非経腸栄養動物にお ける腸粘膜の動態 を しるために,経 腸栄養 な らび
に経 口的 にも非経 口的に も全 く栄養の供給 されない飢餓 と比較検討す る ことを目的 と し,以 下 の
よ うな結果を得た。
Table4に 示す様 に,栄 養的 には満足状態に あるが,腸 を経 ないで栄養 を摂取 した ラッ トは,
経 日的に栄養を摂取 したもの と同様 に体重 が増加 した 。また小腸重量 は,経 口的 にも,非 経 口的
に も栄養を摂取 しない飢餓群 の もの と同様で あったが,電 子顕微鏡 を用 いて観察 した結果,形 態
的にはいずれ の群 とも異 な ることが認 め られた(Fig.2)。
また,Fig.3に示 す様 に,絨 毛表面 に存在す る上皮細胞の移動が遅延 してい ることが認 め られ
た。 この ことは,絨 毛 の伸長 に起 因 したもので はな く,絨 毛上 の上皮細胞 の移行速度 の減少 に依
存 している ことが わか った(Table5)。
粘膜 中のDNA量 の著 しい減少(Table6),ならびに吸収機能の低下が認められた(Table7)。し
また小腸の消化吸収機能 をみ るた めに,小 腸粘膜酵素,す な わち膜消化酵素のSucrase,
代謝酵素のAlkalinephospha,七aseな らびにAT:Paseの 活性 につ いて比較検討 し
た結果,非 経腸栄養では,あ る程度保持 され ること,酵 素活性 の変動 は酵素 の種類 によって異 る
ことがわか った(Fig・5)。
換言すれ ば,本 章で は,非 経腸栄養 は,経 腸栄養 に比較 して小腸粘膜 の構造 は不完全で あ り,
機能的に も劣 って いるこ とが明 らかにされた。
第 三 章 非 経 腸 栄 養 の 血 漿 リボ 蛋 白 代 謝 に 及 ぼ す 影 響
前章 の結果 で,非 経腸栄養を施行 す ると,小 腸粘膜 は形態的 にも機能 的に も経腸栄養群 および
飢餓群 とは異 な ることが明 らかに された。そ こで,本 章 では,こ の ような変 化が血 漿成分 に どの
よ うに反映 されてい るのかを知 る目的 で,と くに リボ蛋 白代謝,さ らに これ らの代謝 に重 要な
Leci七hinCholes七erolAcyl七ransferase(LCAT)活性 について検 討す ること
を 目的 とした。現在,臨 床分解 で用 い られて いる輸液 には,問 題慮,た とえ ば血漿脂質パ ター ン
が異 常に な りやす い こと等 があげ られてお り,血 漿 リボ蛋 白の変化の メカニズムを知 る上 での基
礎的 知見を うる ことが必要 であ ると考 えたか らで ある。
管腔栄養が完全に遮断 された場合 でも,血 管を介す る栄養素 の補給,す なわち非経腸栄養 を行
な うことによ り上皮細胞 の栄養 は保持 される と考 え られ る。 しか し,こ の場合,食 物摂取 に伴 い
分泌 され る胃液や膵液,各 種消 化液,諸 々の消化管 ホルモ ンの効果 は省 かれ ると言え よ う。 この
よ うな観 点に立 ち,非 経腸栄養 ラ ッ トに消化管 ホルモ ンを含 む 非 栄 養 物,す なわ ちペ ンタガス
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トリン,ヒ ス タミン,ポ リエチ レング リコール,寒 天を経 口投与 し,そ れ らの動物の血漿 リポ
蛋 白の動態につ いて比 較検討 した 。また,非 経腸 栄養か ら経腸栄養 に切 りかえて同様 のことを
観察 した 。そ して,消 化管 粘膜 と食物 塊 との接触,栄 養素 の粘膜通過 とい うことに関 して考察
した。
本章 の実験 結果 は,以 下 のよ うである。
脂肪添加 および無添加 の栄養液組成 にかかわ らず,非 経腸栄養 の ラッ トでは,血 漿HDL一
コレステロールの低下 が示 され た(Table7,8)。
血 中 コレステ ロールの約3/4は エステル型 と して存在 して いる。 コ レステ ロールのエ スラ
ル化に関与 し,血 漿 リボ蛋 白を基質 とす る酵素は血管壁に結合 して存在す る リポ蛋 白 リパ ーゼ
と,血 漿 中に常在す るLCATの2つ が あると考 え られて いる。LCATは 肝細胞で合成 され,
常時 血中に放 出されていて,LCATとHDLは 親和性 があ ることが報告 されて いる。また,肝
実質 細胞障害,甲 状腺 疾患,脳 下垂体切除 などは,LCAT活 性 に影響を及ぼす ことが見 出され
て いる。 しか しなが ら,そ の反 応の生理的意義に関 して はいまだ不明で ある。
一方 ,本 実験で得 られた結果 に よれ ば,脂 肪無添加 の非経腸栄養群でLCAT活 性が低下
(Table7)しており,食 物 と消化管 との接触 の欠除 は血漿LCAT活 性に影響を及 ぼす因子
であ るといえ よう。
ペ ンタガス トリンの経 口投与 によ って血漿 コ レステ ロールおよび血漿HDL一 コレステロール
は上昇 したが,ヒ スタミン投与 では変化 が認 め られなか った(Fig.6)。
寒天 も しくはポ リエ チレング リコールの経 口投与 で,HDL一 コレステ ロールの若干の上昇が
認め られた 。
また,経 腸栄養に切 り換 えた場合 に,HD-L一コ レステ ロ 一ール の上昇 が認 め られ,経 腸栄養群
との間に差が なか った。
これ らの実験結果か ら,す くな くともコ レステロール代謝を正常 な生理 的状態 に保つには,
刺激 のみな らず,栄 養素の消化 管壁 か らの直接吸収 も重要な因子 であ ることが示唆 された。
また,空 腸絨毛組織 像の所見 と合 わせて考 察す ると,非 経腸 栄養動物 の腸 管腔 に刺激 を加 え
た場合 に,機 能的 には正常 に復 す るが,構 造 的には充分に復 さない ことが示 された。
第 四章 非 経 腸 栄養 め 小 腸 粘 膜 にお け るHDL一 アポ 蛋 白(apo-A-1)の
合 成 に及 ぼす 影 響
第3章 において・非経腸栄養群では経腸栄養群に比較 して,HDL一コレステロールの低下が
見出された・さらに・このことは,非経腸栄養か ら経腸栄養に切り換えることによって,充 分
に回復することが示された。
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この よ うな知見か ら,非 経腸栄養条件下 でのEDL一 コレステ ロールの著減 は,小腸粘膜 との食
物 の接 触の欠除が上皮細胞内 にお けるHDLア ポ蛋 白,す なわちaPQ-A-1の 合成に影響 を及
ぼしたのではないかと推測された 。HDLの 主要 アポ蛋白はA-1で あ り,これ は肝臓で生成 され ると
考 え られて きたが,最 近,今 泉 らによ りつ ぎの よ うなことも言わ れて いる。す なわ ち,小 腸は肝 .
臓 と同等 あ るいはそれ以上 に重要 なアポ蛋 白A-1の 供給部位で あ り,食 餌脂質 はカイ ロミクロ
ンの合成の促進 と関連 して小腸 アポ蛋 白A-1の 合成を増加 させる可能性 がある。 そこで,こ れ
らの点を も明 らかにす るため に本実験 を行 なった。
小腸上皮細胞 内における リボ蛋 白形成過程に は,細 胞小器官 の うち,小 胞体 お よ び ゴ ル ジ装
置 が重要 な働きを してい ることが知 られて いる。Table9に 示 したよ うに,小 腸粘膜 ミクロゾ
ーム画分 の コ レステ ロマルは ,脂肪無 添加 な らびに脂肪添加 の栄養液組成 にかかわ らず,有 意に
低値を示 した。そ して,ラ ッ ト小腸粘膜か ら分画`したapρ一A-1は,合 離 した ラッ ト血漿 な ら
びに ヒ ト血漿のaりo-A-1と 電気 泳動的 に同一 であ った。非経腸栄養群 のapo-A-1は,
経腸栄養群 に比較 して少 ない ことが示 された(Fig.7)。
血漿LCATはapo-A-Icof3ctorと して,レ ソチ ンの2位 に脂肪 酸を、コレステ ロールへ
移転 し,コ レステ ロール エ ステルを生成す る酵素 で ある。,この酵素 の活性 を規定 し安定性 とも関
　
与す る要因 の1つ と してapo-A-1が 考 え られ る。
この ことを利用 して,小 腸粘膜 な らびに ラッ ト血漿 よ り分離 したapo-A-1の 生 理的活性 の
有無につ いて検討 した結果,活 性 が認 め られた(Table8)。
本章では次の ことが明 らか になった。
「非経腸栄養動物で認め られ た血漿HDL一 コ レステロール の低下は,小 腸粘膜にお けるHDLア
ポ蛋 白(apOrA,一1)の合成 め低下 に起因す るもので ある。」
第 五章 総 括
本研究は,小 腸粘膜の構造 と機能に食物摂取がいかなる栄養生理的意義をもっているのか,ま
た経腸 とい うことが血漿 リボ蛋白の生成にどのような影響をもつのかを明らかにするとともに,
今後 ますます臨床分野で利用されるであろう静脈栄養に関する基礎的知見を提出することを目的
とした。
1..特殊輸液注 入装置を 自作 し,こ れを用 いた持続輸液 システムが ラッ トに適用 でき ることを確
認 した。
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2.非 経腸 栄養 は経腸栄 養に比較 して,小 腸 粘膜 の構造 は不完全 であ り,機 能 的に も劣 っている
ことを確 めた。
3.非 経腸栄養では,小 腸粘膜の構造 および機能の変化を通 じて,リ ボ蛋 白代謝,と くにHDL
一コ レステ ロール代謝 に影響 を及 ぼす ことを明 らかに した。
4.非 経腸栄養動物 の腸管腔 に刺激を加 えた場合 に,機 能的には正常に復す るが,構 造的 には'
充分 に復 さない ことを明 らかに した。
5.非 経腸栄養動物で認 め られ た血漿HDL一 コ レステ ロールの低下 は,小腸粘膜 におけるHDL
アポ蛋 白(apo-A-1)の 合成 の低下に起因す ることを明 らかに した。
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Table1.Compositionoftheoral/parenteralinfusate.1
Component
zTot
alvolume
Glucose
3A
minoacid
4Vit
aminsolution
600
125
19.8
6
ml
9
B
m1
Caloriecon七en七 i Ca1/m1
lTheinfusa七econtainednQfa七 ・ 恥enfaもwasrequired七he
Intralipidvasaddedasfatspercent.
2Provides(inmEq):Na,47;K,15;Mg,3;C1,42.
3Amountsper100ml:(Essential)L-isoleucine,0.560g;
L-1eucine,1。250g;L-1ysine.HC1,1.100g;L-me七hionine,
0。350g;L-phenylalan‡ne,0.935g;L一 七hreonine,o.650.g;
L-tryptophan,0.130g;L-valine,0.450g.
0めn-essen七ial)L-alanine,0.62093L-arginine・HC1,
0.955gヨL-asparagine,0.388g}L-cys七ein(HCレH二 〇),
0.145gヨL-91u七amicacid,0。650g;L-histidine(HC1・H～ 」0),
Oo811g;L-proline,0.330g;L-serine,0.220g;L-tyrosine,
0。035g;aminoace七ate,1.070g;To七a1 .essen七ialamino
acids,5.425g;To七alnon-essen七ialaminoacids,5.216g;
Total .aminoacids,10.641.g.
4Amoun七per100m1=七hiamin・HCI,10。8mg3riboflavin,
1C。8mg;nico七inicacid,53.6mgラCa・panも 〇七hena七e,42.8mg;
pyridoxin・HC1,5.3mg;menadione,1..1mg;bio七in,0。2mg;
tetrahydrofolicacid,0.3mg;cyanocobalamin,0.03mg;
myoinositol,214.3mg;ascorbicacid,107.1mg;retinol,
1001U;ergocalciferol710工U.
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Table2.Effectofintravenous
weightinrats.
feedingonintestinal
Experimentalperiod(days)
Parameter
a 2 3 4 5 6 8 10
Group
工ntravenously
fed
Orallyfed
41.9
40.9
37.G
41.0
38.2
40.4
35.1
40.1
35.4
39.9
34.2
42.1
34.8
42.8
34.5
43.2
Eachvaluerepresentsthemeanoffourtofiverats.
Valuesareexpressedasmg/cm.
Table3.Effectofintravenousfeedingonmucosal
weigh七iロra七s.
Experimentalperiod(days)
Parameter
Group ＼
0 2 3 4 5 6 8 io
Intravenouslyfed
We七veigh七
Dryweight
Orallyfed
We七veigh七
Dry甘eigh七
27303
_(
55.0
270,9
5ユ.8
273ｰ3
523
271.3
51.5
269.3
51.5
283e7
58,2
273.2
5200
300.5
64.4
257.4
48.1
300.8
64.6
232.7
47.4
333.6
66.3
242.5
47.9
335.2
67.8
235。7
の
47.6
348.8
70.1
Eachvaluerepresentsthemeanoffourtofiverats.
Values縞reexpressedasmg/gofsmallin七es七ine.
Table4..Weightchangesandintestinalweightinthe
七hreedifferen七groupsofnu七ri七ion;
Intravenously
fed
Orally
fed
Fas七ed Statistical
comparison*
Startingweight(g)
Finalweight(g)
J・junumw・七V・igh七(mg/・m)
ユ78+6,0185+4.0一 噂
185+7.0200+6.0
34+2.0 42+1.0一
180t5.0
13.5ｱ6.0
30+2.0
N.S.
i.v.>F;
0>F
O>1.V.;
0>F
Eachvaluei串 七hemean土S.E。ofeigh七 〇rnineanimals。 耗
statisticallysignificantdifferenceamongthe3groups,
N。S.3nosignifican七differencebeもweendatasets.工.V.,
meanintravenously,orallyandfasted,respectively.
Indicates
Pく0。05。
0,andF呂
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Table5.Kine七icsofcellularrenewa,1in七hejejunum
ofratsfedintravenously,orallyorfasted.
?
?
?
?
?
?
」
?
??
?
???
?
?
?
?
?
?
Parame七er
Group
Villus
heigh七
(cellno.)
Transi七 七ime
CryptVi].lus
(hr)
Life
span
(hr)
}Iigra七ing
speed
(cellno./hr)
工n七ravenously
Orallyfed
Fas七ed
S七a七is七ical
comparison
fed91.2+1.5
gg.8土2.0
86.5+1.8
0>1.V.;1.V.>F
13.2
10.3
18.2
50.4
45.8
78.2
63.6
56.1
96.4
1.43
1.78
0.90
Thevalueof.villusheightisthemeanｱS.E.of20-30villi.
暑Indica七ess七a七is七ica ,11ysignifican七differencea,mong3groups,PくO.05。
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Table6.Mucosal.cons七i七uen七sQfjejunu項in七he七hree
differentgroupsofnutrition.
Intravenously
fed
Orally
fed
Fas七ed. S七a七is七ical
comparison
We七veigh七
り
Dryweigh七
Pro七ein
DNA
8.0+0.6
1。6+O.3
0.7+0.09
0.05+0.004
14.0十 〇.8
-
2.8+0.5
1.1十 〇.08
-
0.08+0.005
6.9+0.3
0.8土0。2
0.3+0.05
0.05+0.006
}
0>1.V.;
0>1.V.;
0>1.V.;
0>1.V弓
0>F
I.V.>F
1.V.>F
O>F
Valuesareexpressedasmg/cm.Eachvalueisthe.meanｱS.E.ofeightor
且ineanimals.暑Indica七ess七a七is七icallysignifican七differenceamoung
七he3groups,pく0.05.】1.V.,0,andF3斑eanin七ravenously,orallyand
fas七ed,respec七ively.
Table7.Up七akeQfl4C-9工ucoseand14C-1eucineinjejunum
evertedsacsinratsfedintravenouslyororally.
Group Intravenouslyfed Orallyfed
Parame七er
14C-glucose
(moles/100mg/hr)
14C-leucine
(moles/IOOmg/hr)
0.228+0.047
0.091+0.002
0.396+0.065
0.111土0.018
Eachvalue.is七hemean±S。E.ofsevenoreigh七animals.
暑Significa 'n七lydifferen七fromorallyfedgroupa七Pく0・05。
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Table8.Plasmacholes七erQ .1andLCATa,c七ivi七yin、ra七s
fedintravenouslyororally.a
bCh
oles七erol
Parameter CPl
asmaChyl.d
+VLDL
eLDL fHDLFCg
1ER
hCE
,
.
と9令王。i七y」
Group
Intravenously
fed
Orallyfed
68.3
88.5
13.6
12.3
26.4
34.1
28.3
42.ユ
18.6
21.5
49.7
67.0
72.8
75.7
5.3
9.9
aN
・… 七・・na・.・・・…n・ ・n・・・・…f畦,....戸 ・・4ues・・eexp・e合se".,・・mg/・・….
cch
y・6・i・r・n,%ry卑 ・wd・n・i七y・ip・P・・七・ib,%・ 。d,#。i七y・ip。P。七、i。,
fHi
ghdensitylipoprotein,.gFreecholesterol,hCholesterolester,
■E
・七・r・ ・七i・,・ 」.V・lues・r・.・xp…sedd・percen七.E・ ・hv。1。 。i・ 七h・m・ 。n±S.E.
ofeigh七 〇rnineanimals.耗Significan七1ydifferen七fromorallyfedgrOupa七
pく0.05。
Tab1:e9.Plasmacholes七erolandLCATac七ivi七yinra七s
a
fedin七ravpnouslyorora,11y.
Parameter
bCholesterol
,
Plas皿a
Ccn
yi.
d
+VLDL
eLDL f宜】)L
FCg
hCE
ERILCAT
・・七ivi七yコ
Group
工n七ravenously
fed
Orallyfed
106.5
95.7
39.5
26.4
25.0
23.6
36.0
45.7
23.676.9
19.9 75.8
76.5
79.2
8.1
8.5
aN
・… 毛・・n・・ ・・・・…n・ ・n七a・・r:晦 ・・b .…ues・ ・6.・xかre6sed・ ・mg/・ ・….
cChy・ ・m・・r・n
・dV・ry… と』ム・手・y・ 季・・P晦 ・・eL・ ・d…i・y・ip・P・ …i・ ・
fHi
gh.d。n。i七y・ip6P。 ・七。i・,.9.F漉ch・ ・es.七・r・・,hCh。 … 七。r・・es七 ・・,
■E
・七・… 七i・,.」V・iues・reeゆ ・essed・ ・p6・ ・en七・.E・ ・hY・ …i・ 七h・m・ ・n土S・E・
・f・igh七 ・mi・e・nim・1・.・Sig・ifi・an七1γdiでf…n七f・qm..・r・11yf・dg・ ・up・ 七
p<0.05.
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Fig.5.Eff6c"bsoforalfeedingonplasmacholes七erolinra七s
fedin七ravenously.
Eachvalueis'bhemean+S.E.offiveorsiゴ(animals.コ
Significan・b(lifference;暑Pく0・05,誉 曇 .Pく0・Ol(vsoralfeeding)
TableIO.Choles七erolcon七en七.inmicro.some.frac七.ionob七ained
byu1七raρen七rifuga七ionofhQmogenizedin七es七inal
mucgsaofra七sfed.in七ravenouslyorora.11y.
Parameter Wi七hou七fa七 Wi七hfa七
Group
In七ravenouslyfed
Orallyfed
2.951+0.326一
6.824+0.511一
3.759+0.241
7.557+0.694一
V。1ues.。reexp・6』 』・d・ ・ug/・g・fp・ ・七・in..R・ ・hv。1・ ・iB七h・m・an±S.E.
ofeightanimals.*Significantlydifferentfromorallyfedgroupat
Pく.0・05。
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Table11.TheactivityofapoA-Iobtainedfromintestinal
mucosa/inra七sfedin七ravenouslyororally.
apo_A_工biologicalac七ivi七y
In七es七inalmucosa
In七ravenously
Orally
2.63
z.s7
Plasma
Human
Ra七
2.98
3.42
暑Values are expressedaspercentofcholesterolesterified/h.
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審 査 結 果 の 要 旨
近年,消 化管を経ない栄養法,す なわち輸液が外科領域などで用い られている。 口腔や胃,腸
管などの手術により経口的に栄養摂取ができないばあいに行われ るわけである。とくに最近では
中心静脈栄養法という新 しい方法が発達 して,『かなり長時間でも栄養補給ができるようになって
きた。 しか し,これに関連 して多 くの問題点,た とえば血漿脂質パターンが異常になりやすいこ
と等が指摘 されている。また,こ のよ うに非経口を続 けた場合,小 腸はどのようになっているの
であろうかという疑問がある。小腸の構造 と機能を明らかにするという立場か ら言えば,このこ
とは基本的に重要なことと言える。
著者はこの点に注目し,その基礎的知見をうる為には,非 経腸栄養動物 のモデル実験を行うこ
とがもっとも効果的であると考え,ラ ツテ用の特殊輸液注入装置を自作 した。そ してこのシステ
ムを用い,非 経腸栄養が動物小腸粘膜の動態にいかなる影響をもつかを検討した。そ してさらに
生体内代謝,と くに脂質代謝にこれがどのように反映されているかを追究 したものである。著者
』
はまずこの特殊輸液注入装置を用いた非経腸栄養施行に関す る基礎的検討を行 い,こ のシステム
が ラツテに適用できることを示 した。ついで,こ れを用いて行った非経腸栄養の小腸粘膜の形態
および機能に及ぼす影響について検討 し,小腸粘膜の構造は不完全であり,吸収能などの機能も
低下 していることを確めた。また,非経腸栄養が血漿 リボ蛋白代謝にどのよう'な影響を及ぼすか
について検討 し,HDL一コレステロールの低下することを確め,こ れがたんに物理的接触だけで
は正常に回復させることができないことを証明した。すなわち,栄 養素の腸管壁からの直接吸収'
も重要であることを示唆 した。さらに著者は,こ の血漿HDL一コレステロールの低下がアポ蛋白
(ApoA-1)の合成低下に起因することを示唆する結果を得ている。
以上のように著者は,小腸はたんに栄養素吸収の器管であるだけではなく,機能的にも重要な
役割をもっていることを明らかにし,「食物を口か ら摂取する」ことの栄養生理的意義に新たな
知見をつけ加えたといえる。よって著者に農学博士の学位を授与して しかるべきものと判定した。
ノ
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